
ごみの発生抑制と適正な
リサイクルや処分の確保

ごみの発生抑制、リユース、
リサイクルを促進

１．法体系



廃
棄
物

（３）千葉県西・中央地域エコタウンプラン

（４）溶融スラグの利用促進

２．県独自の施策
（１）　廃棄物処理計画

（２）ちば環境再生計画
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１． 一般廃棄物の現状

（１）ごみ処理関係

図2‒6‒1 ごみの総排出量と１人１日当たりのごみ排出量の推移
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図2‒6‒2 １人１日当たりのごみの排出量全国との比較
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図2‒6‒3 ごみ処理方法の推移
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図2‒6‒4 再資源化総量の推移
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（２）し尿処理関係

表2‒6‒1　焼却処理施設の稼動状況

表2‒6‒2 粗大ごみ処理施設の稼動状況

表2‒6‒3 資源化等を行う施設の稼動状況
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表2‒6‒4 最終処分場の稼動状況

図2‒6‒5 し尿処理形態別人口の推移
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（３）一般廃棄物処理経費

図2‒6‒6 し尿処理状況の推移
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２． 一般廃棄物処理対策
（１）循環型社会づくりに向けた取り組み

表2‒6‒7 し尿処理事業経費　直近５年の数値

３Ｒ推進月間のチラシ

・マイバッグ持参でレジ袋を減らす 
・過剰な包装は断る 
・食材は食べきれる分だけ買う 

Ｒｅｄｕｃｅ リデュース
まずは①

・フリーマーケットなどを活用する 
・修理して長く大事に使う 

Ｒｅｕｓｅ リユース
次に②

・街やお店の資源回収に協力する
・リサイクル製品を選ぶ 

Ｒｅｃｙｃｌｅ リサイクル
そして③



表2‒6‒8 溶融スラグの生産量と有効利用状況
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（３）容器包装リサイクル法について

（２）資源有効利用促進法について

図2‒6‒7 家庭用パソコンのリサイクルフロー表2‒6‒9 立入検査の状況（18年度）
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表2‒6‒10 平成18年度の分別収集等実績量

図2‒6‒8 分別収集実績の推移
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（４）家電リサイクル法について

（５）食品リサイクル法について

【引取り・引渡し】

小売店（製品購入店・新品買替店）

市町村（収集対応市町村のみ）

小売店排出者

【再商品化】

指
定
引
取
場
所

製造業者・輸入業者
（自ら製造（輸入）した家電）

指定法人
（義務者不存在等・中小企業の委託）

収集

出荷販売

運搬

【再商品化された商品・原材料の利用】

製造業者

鋼鉄工場 ・ 非鉄金属工場
ガラス工場 ・ プラスチック工場

図2‒6‒9 家電リサイクルシステム



（６）自動車リサイクル法について

表2‒6‒11 県内事業者の登録・許可状況（19年９月）
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（２）処理施設の設置状況

（７）グリーン購入法について

１．産業廃棄物の現状

（１） 排出及び処理状況

表2‒6‒12 廃棄物処理法第15条に基づく許可施設の設置状況（19年３月末現在）

図2‒6‒10　産業廃棄物の発生・処理状況の推移 
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（３）産業廃棄物処理業者の現況
表2‒6‒13 県条例に基づく許可施設の設置状況

（19年３月末現在）

表2‒6‒14 産業廃棄物処理業者に係る許可業者数（19年３月末現在）

図2‒6‒11 産業廃棄物処理業者による中間処理・最終処分の実績（17年度）
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（４）不法投棄の状況

２．産業廃棄物処理対策

（１）排出事業者に対する規制・指導

図2‒6‒12 産業廃棄物の不法投棄発生状況
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（注）廃棄物指導課調べによる。（千葉市、船橋市分を含む。）



（２）処理業者に対する規制・指導

（３）不法投棄対策

表2‒6‒16 産業廃棄物処理業者に対する立入検
査結果（18年度）

表2‒6‒15 産業廃棄物排出事業場に対する立入
検査結果（18年度　主要事業場別）

図2‒6‒13 千葉県グリーン・アクション・チー
ム（通称：グリーンキャップ）
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図2‒6‒14 監視パトロール
 （監視パトロール中に発見した不法投棄）

図2‒6‒15 立入検査
 （建設系廃棄物の不法投棄現場）

図2‒6‒16 路上一斉調査（産廃スクラム27による
収集運搬車両一斉調査）


